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【足立区地域保健福祉推進協議会「子ども支援専門部会」】会議録 

会 議 名 足立区地域保健福祉推進協議会「子ども支援専門部会」  

（令和３年度第１回） 

事 務 局 子ども家庭部 子ども政策課 

開催年月日 令和３年７月１４日（水） 

開 催 時 間 午前１０時～ 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 特別会議室 

出 席 者 

 （計２４名） 

（部会員） 

野辺陽子、片野和恵、野尻和良、川下勝利、古庄宏吉、大西洋平 

田中孝子、大高秀明、鳥山高章、久米浩一、上遠野葉子 

（特別部会員（意見表明者）） 

小谷博子、廣島清次、中嶋篤子、高祖常子、三浦昌恵、飯田今日子 

小田恵美子、中台恭子、首藤広行 

（事務局） 

子ども政策課長 菊地 崇 

（関連部署） 

私立保育園課長 櫻井健、住区推進課長 寺島光大、子ども施設運営課

長 島田裕司、親子支援課長 長谷川澄雄 （敬称略） 

欠 席 者 （部会員）齊藤多江子 （敬称略） 

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

議事内容（議事要点・決定事項・調査事項・問題点・特記事項・次回予

定・その他） 

１ 審議・調査事項 

(1) 「足立区子ども・子育て支援事業計画」の令和２年度実績について 

＜子ども政策課＞ 

２ 報告事項 

(1) 令和３年４月１日の保育所等利用待機児童の状況について 

＜私立保育園課＞ 

(2) 令和３年度学童保育室の入室申請及び待機児童の状況について 

(3) 令和４年度学童保育室事業者選定の概要について 

(4) 新田地区における学童保育室整備計画について 

  ＜住区推進課＞ 
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３ 情報連絡事項 

(1) 令和２年度 私立認可保育所に対する指導検査の実施結果について 

＜子ども施設指導・支援担当課＞ 

(2) 足立区子ども施設指定管理者の評価方法の改定について 

 ＜子ども施設運営課＞ 

(3) 放課後子ども教室の令和２年度実施状況と令和３年度の方針について 

＜学校支援課 足立区生涯学習振興公社＞ 

(4) 養育費確保支援事業の実施について 

(5) 「低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金」の 

支給について 

(6) 足立区児童育成手当条例施行規則等の一部改正について 

＜親子支援課＞ 

 

そ の 他 
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（審議経過） 

菊地子ども政策課長 

 それでは、定刻になりましたので始めさせ

ていただきます。 

 本日はお忙しい中、足立区地域保健福祉推

進協議会「子ども支援専門部会」にご出席い

ただき、ありがとうございます。 

 私は、本日の司会進行を務めさせていただ

きます子ども政策課長の菊地でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 着座にて失礼いたします。 

 本日は、区の新型コロナウイルス感染症拡

大防止ガイドラインに基づきまして、参加者

には会議でのマスクの着用をお願いしてお

ります。また、対策として、座席間の間隔を

設けておりますので、ご不便をおかけいたし

ますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の確認をさせていただきま

す。 

 本日の資料は事前に郵送させていただい

ておりますが、お持ちでしょうか。お持ちで

ない場合は、事務局までお申し出ください。

よろしいでしょうか。 

 また、本日机上に配付させていただいた資

料は、全部で３点です。１点目、子ども支援

専門部会の委員名簿、２点目、委員の方から

いただきました事前質問に対する回答につ

いて、このほかに、閲覧用に第２期子ども・

子育て支援事業計画がございます。 

 以上が本日の資料でございます。不足等は

ございませんでしょうか。 

 続きまして、子ども支援専門部会は７月２

４日から新たな任期となりますが、今年度の

最初の回となりますので、部会員並びに特別

部会員の方をご紹介させていただきたいと

思います。恐縮ではございますが、名簿順で

お名前をお呼びいたしますので、その場でご

起立をお願いいたします。 

 まず、部会員の皆様よりご紹介いたします。 

 部会長となります、日本体育大学より、齊

藤多江子様です。本日は欠席となっておりま

す。 

 続いて、足立区民生・児童委員協議会より、

野辺陽子様です。 

 

野辺委員 

 おはようございます。野辺でございます。

よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区女性団体連合会より、

片野和恵様です。 

 

片野委員 

 おはようございます。足立区女性団体連合

会の片野でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区住区センター連絡協議

会より、野尻和良様です。 

 

野尻委員 

 野尻と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区民間保育園連合会より、

川下勝利様です。 

 

川下委員 

 川下でございます。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区私立幼稚園協会より、

古庄宏吉様です。 
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古庄委員 

 よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区立小学校ＰＴＡ連合会

より、古性力様に替わりまして、本日付で新

しく委員となられました大西洋平様です。 

 

大西委員 

 はじめまして、大西でございます。よろし

くお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 机上に委嘱状を置かせてただきましたの

で、お持ち帰りいただきたいと思います。 

 続いて、足立区立中学校ＰＴＡ連合会より、

加藤真砂美様に替わりまして、本日付で新し

く委員となられました田中孝子様です。 

 

田中委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 同じく机上に委嘱状を置かせていただき

ましたので、お持ち帰りいただきたいと思い

ます。 

 続いて、副部会長となります、足立区社会

福祉協議会より、大高秀明様です。 

 

大高副部会長 

 大高です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 部会長のご欠席により、本日の部会長の職

務代行をお願いいたします。 

 続きまして、特別部会員の皆様をご紹介い

たします。 

 まず、東京未来大学より、小谷博子様です。 

 

小谷委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区認証保育所連絡会より、

廣島清次様です。 

 

廣島委員 

 廣島でございます。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区小規模保育室連絡会よ

り、中嶋篤子様です。到着が遅れております。 

 続きまして、ファミリー・サポート・セン

ター提供会員、高祖常子様です。 

 

高祖委員 

 高祖です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、子育て支援関係団体として、

三浦昌恵様です。 

 

三浦委員 

 三浦です。よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続いて、子育て当事者の飯田今日子様です。 

 

飯田委員 

 飯田です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、子育て当事者の小田恵美子様

です。 
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小田委員 

 小田です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続いて、子育て当事者の中台恭子様です。 

 

中台委員 

 中台です。よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続きまして、足立区民生・児童委員協議会

より、首藤広行様です。 

 

首藤委員 

 首藤です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

 続いて、部会員の区職員をご紹介いたしま

す。 

 まず、あだち未来支援室長、鳥山高章でご

ざいます。 

 

鳥山あだち未来支援室長 

 鳥山です。よろしくお願いいたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続いて、地域のちから推進部長、久米浩一

でございます。 

 

久米地域のちから推進部長 

 久米です。よろしくお願いします。 

 

菊地子ども政策課長 

 続いて、子ども家庭部長、上遠野葉子でご

ざいます。 

 

上遠野子ども家庭部長 

 上遠野でございます。よろしくお願いいた

します。 

 

菊地子ども政策課長 

 部会員並びに特別部会員の紹介は以上で

す。 

 なお、議事に入ります前に、進行上ご協力

いただきたいことがございます。 

 本日の開催に当たって、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、区のガイドラインに

基づきまして、会場定員の５割を制限として

参加いただいております。そのため、本日は、

通常の体制から変更いたしまして、部会員、

特別部会員以外の参加は、原則案件の説明者

のみとさせていただくことにいたしました。 

 情報連絡事項に関する案件の担当管理職

は原則不在となりますので、いただいたご質

問の内容によっては、後日の対応となります

ことをご了承いただきたいと思います。 

 なお、席上に置いてあります事業計画の冊

子につきましては、閲覧用となりますので、

会議終了後お持ち帰りにならないよう、よろ

しくお願いいたします。 

 なお、新しく部会員になられました大西様

と田中様につきましては、お持ち帰りいただ

けますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ただいまより子ども支援専門部

会を開催いたします。 

 この専門部会は、足立区地域保健福祉推進

協議会「子ども支援専門部会」設置要綱第５

条第１項により、過半数の出席により成立い

たします。 

 現在、過半数に達しておりますので、会議

は成立しております。 

 また、本日の会議は、足立区地域保健福祉

推進協議会公開要綱に準じて傍聴席をご用

意しております。会議中に録音、写真、ビデ

オ撮影等は禁止となっておりますので、ご理
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解のほどよろしくお願いいたします。議事の

円滑な進行に、ご協力お願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 ご発言いただく場合は、申し訳ございませ

んが、お手元のマイクのボタンを押していた

だき、お名前を頂戴してからお話しいただき

たいと思います。お話終えましたら、また再

びボタンを押していただければと思います。 

 それでは、大高副部会長、議事の進行をよ

ろしくお願いいたします。 

 

大高副部会長 

 本日の案件は、審議・調査事項が１件、報

告事項が４件、情報連絡事項が６件となって

おります。 

 会議の終了予定時刻は１１時１０分を見

込んでございますので、委員の皆様方のご協

力をよろしくお願いします。 

 なお、議事の進行につきましては、審議・

調査事項と報告事項のみ事務局より説明を

していただき、情報連絡事項につきましては、

事前にご覧いただいていることを前提に、説

明は割愛をさせていただきたいと思います。 

 また、各案件に対する事前の質問への回答

につきましては、その都度、説明をさせてい

ただきます。 

 まず、審議・調査事項（１）足立区子ども・

子育て支援事業計画の令和２年度実績につ

いて、菊地子ども政策課長より説明をお願い

いたします。 

 

菊地子ども政策課長 

 子ども政策課長の菊地でございます。 

 私からは、足立区子ども・子育て支援事業

計画の令和２年度の実績について報告いた

します。 

 着座にて失礼いたします。 

 それでは、別添の審議・調査事項１－１の

冊子ですね、こちらになります。 

 

大高副部会長 

 ちょっとすみません。中嶋委員がご到着で

す。 

 

菊地子ども政策課長 

 改めて、中嶋委員ご到着になりましたので、

ご紹介させていただきます。 

 足立区小規模保育室連絡会、中嶋篤子様に

なります。よろしくお願いいたします。 

 

中嶋委員 

 すみません、よろしくお願いします。申し

訳ありません。 

 

菊地子ども政策課長 

 それでは、改めまして説明をさせていただ

きます。 

 別添の冊子をまずお開きいただいて、最初

のページをご覧いただきながらご説明させ

ていただきたいと思います。 

 子ども・子育て支援事業計画は、国で５年

ごとに策定するものとしており、第２期は令

和２年度から令和６年までとなっておりま

す。今回ご審議いただく内容としては、子ど

も・子育て支援事業計画の第２期計画で初め

て実績評価となります、令和２年度分となり

ます。 

 それでは、全体の概略についてご説明させ

ていただきます。 

 本事業計画は、子ども支援と親支援という

２本の施策群に、合計８つの施策があり、そ

の各施策に合計３９の事業がぶら下がる体

系となっております。８つの施策は成果指標、

３９事業が活動指標と設定させていただい

ております。一つ一つの施策評価や総合評価

については、後ほど総合評価の視点でご説明



7 

 

をさせていただきたいと思います。 

 評価に当たっては、まず、第一次評価とし

て、各事業を担当する所管課が指標を実績に

基づき事業分析を行い、次に二次評価として、

子ども・子育て支援事業計画を所管しており

ます、子ども政策課が総合評価をしておりま

す。当該年度の担当課における施策全体の内

容や貢献度から、５段階の評価を行っており

ます。 

 評価の見方ですが、冊子をお進みいただい

て、２ページほどめくっていただくと、施策

１－１と書いてある、下に１ページと書いて

あるところがございますので、そちらをまず

ご覧いただければと思います。 

 施策１－１、こちらの２の成果指標の欄を

ご覧いただくと、指標が１から３まで並んで

います。例えば、指標１、早寝・早起き・朝

ごはんを心がけるようになったと回答した

方の割合というものが、令和２年度の目標６

５％に対して、実績値６８．３％、こちらは

目標を達成しております。 

 指標２のほうをご覧いただくと、１日３食、

野菜（おかず・汁物など）を食べる幼児の割

合というものが、令和２年度の目標値３３％

に対し、実績値２８．８％と、達成率は８７％

となっているというところです。 

 指標３の親子で絵本を読むと回答した方

の割合が、目標値が７６％に対して実績値が

７７．１％となっております。この指標など

の目標を総合的に８割を超える達成率であ

るということ、かつ、要因分析ですとか、今

後の事業の可能性が妥当と判断して、総合評

価を４と評価させていただいております。 

 大変恐縮ですが、もともとの資料の審議・

調査事項には総合評価、それぞれの施策の評

価を述べさせていただいているので、これも

横に置きながらご覧いただければと思いま

す。 

 子ども支援専門部会審議・調査事項１に評

価が載っておりますので、ご覧ください。 

 ここでは、各施策の総合評価を一覧で記載

しております。ご覧いただくと、一番いい評

価である５が３施策、４が４施策、３が１施

策なっております。 

 全体の施策を通してご考慮いただきたい

点としては、指標において、イベントですと

か相談事業など、開催回数や参加者数など、

人が多く集まる場所で実施する事業につき

ましては、新型コロナウイルス感染拡大防止

の影響により、開催の中止ですとか、参加者

の減少につながったものが多く見られてお

ります。この点は、やむを得ない事情という

ことで、二次評価の際には、考慮しておりま

すので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 それでは、改めてそのほかの説明を、施策

ごとに行わせていただきたいと思います。 

 施策の手段として、各事業が細かくぶら下

がっておりますが、時間の都合上、一つ一つ

ご説明できませんので、後ほどご覧いただけ

ればと思います。 

 施策ごとにポイントとした内容をご説明

させていただきます。まずは、施策１－１か

ら説明させていただきます。冊子の１ページ

をご覧ください。 

 施策１－１は、食育や歯科検診の取組、そ

れから読書週間、運動遊びなど、子どもの心

と体の基盤となる生活習慣づくりの施策と

なります。施策１については、成果指標１は、

教育保育施設において、早寝・早起き・朝ご

はんカレンダーが、こちらの４週間分のチェ

ックブックを中心に実施をしていただいて

おり、年齢生活リズムが大切であるという当

初の認識が広がっていく結果となっており

ます。 

 また、指標２については、重要性について

は定着してきているものの、コロナ禍におい
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て健康教室が中止になった影響などにより、

目標の達成には至っておりません。 

 最後、指標の３については、図書館に来な

い人、来ることができない人へのアプローチ

として、図書館のアウトリーチ事業、シアタ

ー１０１０の連携事業で絵本イベントなど

ですとか、６か月児の健診で、区内の図書館

で本を引き換えることができるあだちはじ

めてえほん事業により、親子で絵本を楽しむ

機会が定着していると考えております。 

 子どもたちの生活習慣は、コロナ禍の影響

を非常に受けやすいということがあります

ので、各事業の今後の事業展開ですとか手法

などを工夫していただき、また効果検証をし

っかり行っていただきたいという点を指摘

させていただき、総合評価は４とさせていた

だきました。 

 引き続き、冊子の３ページをご覧ください。 

 続いて、施策の１－２です。こちらは、乳

幼児期の教育・保育の内容、質の向上により、

小学校教育へとつながる子どもたちの学び

の基礎づくりを推進する施策となります。 

 なお、令和２年度から成果指標１及び活動

指標で、実地調査という文言を巡回訪問等に

変更いたしました。実地調査は、簡易的な指

導検査にあたり、専門職で見られる範囲の書

類確認を行い、保育の状況や衛生管理、給食

調理など、現場確認を行い助言するもので、

認証保育所に実施しております。 

 一方、巡回訪問は、保育の状況や衛生管理、

給食調理等を現場確認を行い助言するもの

です。場合によって、現場でしか確認できな

いものについては、区の指導検査の改善確認

を行うこともあります。 

 成果指標１ですが、保育施設などでの質の

確保に向け、法律に基づく指導検査で文書指

摘または口頭指導となった項目が、次の巡回

訪問の際に改善されていたことを確認でき

ましたので、こちらは目標を達成しておりま

す。 

 また、成果指標２については、新型コロナ

ウイルス感染症にオンライン、休園や園行事

の中止、遊びの縮小や制限、外出自粛を余儀

なくされ、子どもたちの経験が例年より基本

的に減少した、または飛沫感染、接触感染を

防止するためにも、範囲を重視せざるを得な

かったことが、目標に至らなかった原因と考

えております。 

 園生活において、コロナ禍での子どもたち

の育ちに必要な環境をどのように担保して

いくか、小学校への就学を意識した保育の実

践ですとか、小学校との連携の強化というも

のがますます重要になってくるという点を

指摘させていただき、総合評価は４とさせて

いただいております。 

 資料の５ページをご覧ください。 

 次が、政策１－３です。こちらは、特別な

支援を要するお子さんに対して、それぞれの

特性に応じた支援体制を充実させていく施

策となります。 

 成果指標１は、個々のケースに寄り添った

継続的な支援が結果につながり、目標達成し

ております。 

 次に指標２についても、コロナ禍ではある

ものの、保育者と心理士などの専門職が連携

し、お子さんそれぞれの発達特性に応じた対

応を行った結果、軽減につながっております。 

 なお、総合評価は５でありますが、連携機

関につないだ先のフォローアップ、これを引

き続き丁寧に行っていくこと。あと、個別支

援計画の活用を更に広げる必要性を記載さ

せていただき、施策内容のさらなる充実を図

っていただくことを期待した記載とさせて

いただきました。 

 続きまして、冊子の７ページにお進みくだ

さい。 
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 次は、施策１－４です。こちらは、家庭や

地域と連携しながら、様々な学び、体験の場

を広げ、子どもたち自らの可能性を見つけ、

伸ばす支援を行う施策となります。 

 成果指標１は、大学連携事業の体験授業に

ついては目標を達成しましたが、一方でギャ

ラクシティの体験活動では、新型コロナウイ

ルスの影響により、講座回数も減少したこと

によって回答数が少なかったため、目標に達

しませんでした。 

 指標２を含め、目標値はおおむね達成して

おりますが、子どもの居場所の提供や体験の

場となる重要な施策であることから、コロナ

禍においても、例えば、対面型と非対面型の

プログラムの併用など、様々な工夫を行って

実施していただきたいということを記載さ

せていただきました。 

 続きまして、次からは親支援となります。

冊子の９ページにお進みください。 

 施策２－１になります。こちらは、安心し

て妊娠、出産、子育てができるよう、切れ目

のない支援の充実に取り組む施策となりま

す。 

 成果指標１です。こちらは、おおむね達成

されております。コロナ禍においても、妊産

婦に対する訪問や電話相談による不安解消

への支援を強化していったことが、理由と考

えております。 

 また、指標２については、タブレット端末

やＰＲ動画を使って、最新の保育情報を視覚

的に分かりやすく伝えたことが、変化につな

がっていると考えております。 

 いずれの指標も目標を達成することはで

きましたので、その点は評価させていただき

ましたが、引き続き対象者に寄り添って、悩

みの解消に向けた適切な関係機関へのつな

ぎを行うことが非常に重要であることから、

この点について記載させていただいており

ます。 

 続いて、冊子の１１ページにお進みくださ

い。 

 施策２－２になります。こちらは、多様な

働き方を背景とした様々な保育ニーズに対

して、教育・保育サービスを適切に確保する

という施策となります。 

 成果指標１については、小規模保育所を１

件新規整備することで、保育定員数を確保し、

令和３年４月１日現在の保育所待機児童は

ゼロとなりました。 

 施策２は、１１０人の定員増を図っていま

すが、大型マンション建設による人口増加な

どにより、学童保育需要をおおむね達成して

いるとまでは言えませんでした。 

 指標３は、足立区政に関する区民調査によ

るもので、目標を下回っております。 

 こちらは、保育所の待機児童は解消されま

したが、引き続きゼロの維持が求められてい

る点、また、学童保育室の待機児童の解消に

向けては、整備計画に基づく適切な整備に期

待しているという点、さらに、ワーク・ライ

フ・バランスの推進を着実に行うことにより、

子育てに対する意識が醸成され、子育てしや

すい環境整備が広まることを期待し、評価さ

せていただいております。 

 引き続き、冊子の１３ページをご覧くださ

い。 

 施策２－３になります。困難を抱える子育

て家庭への支援と虐待の防止に取り組む施

策となっております。 

 成果指標１については、コロナ禍で訪問に

よる面会は制限されたことや、各事業の複雑

化及び多様化が理由で、目標値を下回ってお

ります。 

 指標２につきましては、目標を達成してお

り、ひとり親家庭の安定した暮らしにつなが

っております。 



10 

 

 いずれも困難を抱える子育て家庭の支援

であるため、寄り添った相談体制や教育、経

済的支援の充実を図るよう、評価に期待をさ

せていただきました。 

 最後となります。冊子の１５ページをお開

きください。 

 施策２－４です。全ての人たちが安全・安

心に外出できるように、ユニバーサルデザイ

ンの視点に立った生活環境の整備として、ユ

ニバーサルデザインの公園に関する施策と

なっております。エリアデザイン計画やバリ

アフリー地区別計画によるまちづくりによ

って公園の改修を進めており、順調に目標を

達成したことから、評価を５といたしました。 

 引き続き、利用される方や地域の方のご意

見を取り入れた意欲的な公園整備、また効果

的な情報発信によって、利用促進に努めてい

ただきたいという期待を込めて、評価させて

いただいております。 

 続きまして、子ども・子育て支援法の定め

る確保方策の進捗状況について説明いたし

ます。 

 ページ数の記載（表示）がなくて申し訳ご

ざいません。１６ページの左側、その右の表

が書いてあるところからご覧をいただきた

いと思います。 

 こちらは、平成３１年４月に国が示した第

２期市町村子ども・子育て支援事業計画等に

おける量の見込みの算出等の考え方という

ものを受けて、令和２年度、翌年度の量の見

込み、これらがどれぐらい需要があるのかと、

それに対する確保方策、いつどの程度供給す

るかを示した表になります。記載している施

策事業は、教育・保育の需要に対する確保数

や利用者数、あとは延長保育の需要数や受入

可能数、利用者数などになります。令和２年

度の数値が確定いたしましたので、実績値を

記載しております。 

 本計画は、基本的には足立区待機児童解消

アクション・プランで出された数値を基に計

画的に行っており、例えば、保育定員の空き

などに対して、空きが集中した施設の経営支

援や定員の見直しを実施したり、利用児童が

減少している事業者に対して、一定の要件を

満たす場合に運営費も補助を開始しており

ます。 

 また、一時保育につきまして、保護者から

のご要望などもいただいておりますので、主

に区立保育園や幼稚園で預かり時間を延長

し対応しているところもございます。一時保

育の利用指定については、昨年、一昨年と比

較すると少し減少しております。コロナ禍に

よる利用自粛のほか、待機児も解消されまし

たので、保育園に入りやすくなっていること

も減少要因の一つかと考えております。 

 こういった状況から、さらなる一時保育の

サービス拡充については、民間保育施設も含

め、ニーズを見極めながら、検討していきた

いと考えております。 

 簡単ではございますが、以上が令和２年度

の実績の説明となります。 

皆様からの意見をいただきまして、今後の

事業の改善に生かしてまいりたいと考えて

おります。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。 

 

大高副部会長 

 今、説明していただいた各号の進捗状況に

ついて、１号とか２号、３号という言葉の定

義について、本来だったら資料のほうに入れ

ておいていただいたほうが、親切だと思いま

す。 

 それでは、ただいま説明をいただきました

案件につきまして、ご意見がおありなら聞き

たいと思います。 

 挙手お願いいたします。 
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高祖委員 

 高祖です。 

 意見というか、お願いというか、なんです

けれども、冊子のほうの２ページの、コロナ

禍ということで、３番のところ、３～４か月

健診が中止、４、５月は中止というところの

表記がありました。さらに、１０ページ目で

すね、ファミリー学級、これはもう再開され

ているんでしょうか。７月のみ実施というこ

とでしたが、平日土曜日開催分は中止という

ようなことの表記はあります。 

 説明の中で、本当にいろいろ工夫して、 

くださっているというご説明もありました

けれども。国のほうでも、妊娠からの乳幼児

期、本当に孤立した子育てということが指摘

されており、去年のコロナスタート時は混乱

がありましたけれども、いろいろ止めたりと

か、中止にしたりとかというのがありますが。

今後もやはり感染症の、今、コロナがいつま

で続くのかということだったりとか、それ以

外の感染症というところもあると思います

ので、そこはぜひ、本当に様々いろんな施設

が工夫して少しでも、定員を減らすなりとか、

感染症対策してということで、継続して支援

が途切れないようにということでやってく

ださっていますので、ぜひ区としても、指標

というか、こういうような体制でやっていく

というようなところを、今回のいろいろな経

験を踏まえて、ぜひちょっと整えておいてい

ただきたいなというふうに思っています。 

 以上です。 

 

大高副部会長 

 ご要望でよろしいですか。 

 

高祖委員 

 はい、いいです。 

 

大高副部会長 

 他にございませんか。 

 

川下委員 

 川下です。 

 ページ数がはっきりしないところなんで

すけれども、今、評価表のほうにいただいた

確保策のところです。ちょっと言いにくいで

すけれども、平日の定期的な延長保育事業と

いうことで、量の見込みと確保策ということ

で、ここについては前からお話をさせていた

だいているところなんですけれども、確保策、

実際に確保している人数よりも、はるかに利

用者のほうが少ないというふうになってい

るんですね。これは、あまりにも数字がかけ

離れていると思いますので、この辺の整理と

いうのを、どういう形で考えていただいてい

るのかなというふうに思っています。 

 現場としてはやはり、当然開所の時間とい

うことになれば、その時間、職員を確保して

おかなければいけないということがありま

すので、ここまでも需要がない中で、それを

そのままずっと続けていくというのは、どこ

かで見直しが必要なんじゃないかなという

ふうに思っております。 

 

菊地子ども政策課長 

 確かに、確保数について、区としては大き

く見ております。受け入れられる最大数を計

画上は入れていますので、実績と少し開きが

あると思われます。 

 当然、ご指摘いただいたように乖離が非常

に大きくなれば、中間年度等にて見直しもあ

るかと思います。利用者ニーズ、また園側の

体制も踏まえまして、検討させていただきた

いと思います。 
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大高副部会長 

 他にございませんか。 

 

片野委員 

 片野でございます。 

 質問になるかと思うんですが、まず、３歳

児のところで、施策の１－２、基本的生活習

慣が身についている小学１年生の割合とい

うふうに書いていますが、これ、実際にどの

ような形で評価なさっているのかというこ

とを、まずお聞きしたいです。 

 それから、１３ページ、ひとり親家庭を対

象とする高等職業訓練促進給付金事業を活

用後、正規雇用をした方の数ということです

が、活用された方の数で、この指標が、目標

値が１５人となっていますが、この目標値は

どのようにして算出されたのかということ

を聞かせていただきたいです。 

 

大高副部会長 

 以上２点です。 

 １点目は。 

 

菊地子ども政策課長 

 １点目の基本的な生活習慣が身について

いるかどうかという点につきましては、１年

生になったときに、小学校でアンケートを取

らせていただいて、お子さんの様子を確認さ

せていただいております。例えば、きちんと

席に座っていられるかですとか、挨拶ができ

るかというところを取らせていただいてい

るところです。 

 ですので、多少数字が下がっているところ

については、コロナ禍の影響で、就学前の保

育施設における、就学に向けた取組が少しで

きない部分があったため、影響があったと考

えております。 

 １点目は以上です。 

 

大高副部会長 

 それは、担任の先生が評価をしているとい

うことですか。 

 

菊地子ども政策課長 

 はい。担任の先生が、クラスのお子さんの

様子を見て、評価しております。 

 

大高副部会長 

 １点目の誰がは、それでよろしいですか。 

 

片野委員 

 はい。 

 

大高副部会長 

 ２点目、ひとり親の。 

 

長谷川親子支援課長 

 ２点目につきまして、親子支援課からご説

明させていただきます。 

 まず、高等職業訓練給付金事業が、複数年

にわたって給付をしていくような事業でご

ざいまして、その目標数につきましては、卒

業予定数プラス新たに相談をしてきていた

だいている方の数を、目標値という形で出さ

せていただいているところでございます。 

 また、この事業は、ただ手を挙げた方に給

付するものではなく、しっかり目標、計画を

立てていただくことが、この事業の目的でご

ざいますので、その相談件数等々も勘案しま

して、目標値とさせていただいているところ

でございます。 

 私からは以上でございます。 

 

片野委員 

 国から提出されているこの同種のやつを

見ますと、結構職種によってばらつきが出て
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いたように思うんですけれども。これ多分、

受けた方がどのぐらい正規をやっていらっ

しゃるのかというパーセンテージって、非常

に大事だと思うので、そこのところを評価し

ないと、なかなかこの事業が有効かどうかと

いうのが分からないと思うんですね。 

 ですので、できれば、受けられた数を出し

ていただけるといいのかなと思います。 

 

大高副部会長 

 ご要望でよろしいですか。 

 

片野委員 

 はい。 

 

大高副部会長 

 所管のほうはよろしくお願いいたします。 

 

長谷川親子支援課長 

 はい、分かりました。 

 

大高副部会長 

 他にございませんか。 

 ないようでございますので、これは決をい

ただく、ご承認いただくということですね。 

 それでは、事務局提案どおりでご承認をい

ただけるということで、ご異議ございません

か。 

 ないようでございますので、ありがとうご

ざいました。 

 それでは、続きまして、報告事項のほうに

移らせていただきたいと思います。 

 報告事項（１）令和３年４月１日の保育所

等利用待機児の状況について、櫻井私立保育

園課長から説明をお願いいたします。 

 

櫻井私立保育園課長 

 私立保育園課長、櫻井です。よろしくお願

いいたします。 

 資料の３ページをお開きください。 

 私からは、令和３年４月１日の保育所等利

用待機児童の状況について、報告させていた

だきます。 

 今年４月の保育所の待機児童数ですが、ゼ

ロ人と、待機児童解消となったところでござ

います。下の表でございますが、申込者数合

計で約１万３，４００人、在園児の数約１万

３，２００人、国の定義により除外した児童

数などを記載しております。 

 次のページお開きください。 

 保育需要率の推移。保育の利用を必要とし

ている割合になります。 

 下のグラフをご覧ください。 

 ０歳児につきましては、近年横ばい傾向で

ございますけれども、他の年齢につきまして

は、年々上昇している状況です。全体で見ま

しても、今年も２．７ポイントの増加となっ

ております。これまで保育施設を整備してき

たことで、施設利用につながってきていると

考えております。 

 ３番の保育定員の調整です。昨年度からの

取組として、保育定員の空き対策に対する取

組を行っております。表に記載のとおり、４

月の段階で定員に空きが出ている状況でご

ざいます。これは、年度途中で引っ越しや育

休明けなどに対応するためにも、一定数の空

きは必要と考えておりますが、定員が埋まら

ないことは事業者の経営面に影響が出てき

ますので、空き定員の対策をしているところ

です。 

 昨年度では、まず、公立園で入所の抑制を

図り、私立施設に利用を促したと同時に、空

きの多い施設において、入所定員を変更する

ことで、保育の単価を上げるなどの取組を行

ってまいりました。まだ取組初めのため、１

６４人の調整ですが、今後も取り組んでまい
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ります。 

 今後の方針です。新型コロナウイルス感染

症の影響などにより、そちらの状況を把握す

るために、今後も保育需要の状況を分析し、

必要な保育定員を確保してまいります。また、

これらの取組をまとめるアクション・プラン

についても改定してまいります。 

 ６ページ以降につきましては、年齢別、施

設別の定員数と入所数、ブロック別の受入可

能数、こちらは空いている定員数と、８ペー

ジ、国で示した定義で除外した児童数につい

ての内訳を、参考として提出しております。

後ほどご確認いただければと思います。 

 説明は以上となりますが、事前にいただい

た質問について回答させていただきます。 

 本日配付資料の事前質問に対する回答を

ご覧ください。 

 まず、川下委員からご質問でございます。 

 質問の中段になりますが、国の公定価格で

も、１０人の区分で単価を設定していますが、

４月現在で１０人以上空き定員がある認可

施設の定員、ブロックごとの状況につきまし

ては、こちらは２枚目以降になりますけれど

も、認可保育所１５３施設の中で、５月募集

時に１０人以上補充をしている施設を、ブロ

ックごと、定員ごとにまとめて提供させてい

ただきました。 

 また参考に、直近、一番近い８月募集、７

月の空きにつきましても、添付させていただ

いております。 

 ３か月で一、二歳を中心に３００人以上の

空きが減少しております。施設数につきまし

ても、２０施設減少している状況でございま

す。 

 また、５月の入所数ですが、５月の入園で

２６７人が減少している状況でございます。 

 次に、中嶋委員からの事前質問になります。 

 質問の１つ目、保育定員の調整で、マイナ

ス１６４人の内訳でございますが、区立園で

１８施設、８２人の入所抑制と、私立認可保

育園で７施設、８２人の利用定員の変更を行

っております。また、認可定員と入所定員で

職員はどちらに準拠するのかですが、職員配

置は認可定員が基準となっています。 

 保育定員の調整は、まず、区立認可施設の

定員を抑制し、私立施設への入所を促すとと

もに、空きの多い施設において利用定員を変

更することで、給付費の単価を上げ、経営の

支援を行っております。 

 次に、質問の２つ目、０歳児、１歳児が昨

年より空きが増えている現実を踏まえ、保育

施設数をどう予定しているのかにつきまし

ては、０歳児、１歳児につきましては、産休、

育休明けによる年度途中の入所があり、先ほ

どの５月募集と８月募集の年度途中の空き

が縮小している状況です。 

 保育施設数につきましては、区立園の役割

を踏まえ、現段階では、拠点園として１６園

を存続させ、それ以外の園は需要分析を踏ま

えて、施設更新等の時期に統廃合等の方針を

決定してまいります。そのため、施設数は、

私立保育施設は現状の施設数を前提に、公立

園による調整を図ってまいります。 

 説明は以上となります。 

 

大高副部会長 

 関連するご質問につきましては、後ほど一

括してお受けしたいと思います。 

 それでは、報告事項（２）、（３）、（４）、

一括して説明をお願いいたします。 

 

寺島住区推進課長 

 住区推進課長の寺島と申します。どうぞよ

ろしくお願いをいたします。 

 着座にてご説明をさせていただきます。 

 資料のほうは、引き続きまして９ページ、
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右肩に報告事項２とある資料をお開きくだ

さい。 

 まず、令和３年度学童保育室の入室申請及

び待機児童の状況についてでございます。１

の（１）のところでございますが、今年度４

月に新たに民設学童保育室３室を開設いた

しまして、１２２名の定員増となってござい

ます。 

 続きまして、２の４月１日時点の入室申請

の状況でございますが、令和３年度につきま

しては、対象学齢児童３万１，８９６名に対

しまして、申請者数は５，２３５名というと

ころで、申請率自体は昨年度から横引きでご

ざいますが、申請者数は４７名減ったという

状況でございます。 

 続きまして、３番のところの待機児童の状

況でございます。グラフのところの実線が入

室申請をされた方の数です。点線が受入可能

数ということでございますので、令和３年度

におきましては、既に全体で見れば受入可能

数のほうが上回っている状況になってござ

います。 

 今年度の待機児童数でございますが、昨年

度の３２３名から約半減いたしまして、１５

４名の待機児童が発生しているという状況

でございます。 

 続きまして、１０ページでございますが、

（２）のところに、学年別の待機児童の状況

をお示ししてございます。やはり申請数から

見ましても、１、２年生の需要が高いところ

ではございますが、１、２年生の待機児童の

状況というところで見ていただきますと、１

年生は１２名、２年生は４６名の待機児童が

発生しております。ただ、足立区全体で見ま

すと、３３の地域に分けて考えますと、特定

の地域に特段偏っているという状況ではな

くて、足立区の全体の中で数名程度ずつ、各

地域に待機児童が発生している状況ではあ

るようです。 

 （３）地区別の待機児童の状況でございま

す。細かいので恐縮ですが、１１ページのと

ころに３３地区別の地域児童の状況を載せ

させていただいているところと、１２ページ、

Ａ３の折り込みの部分につきましては、足立

区の地図に落とし込んだそれぞれの地区の

待機児童の状況をお示しさせていただいて

おります。 

 今年度、冒頭で３か所、民設学童保育室新

設したことを申し上げましたけれども、そこ

が、９ページにお戻りいただきまして、（３）

のところに、千住西地区、桜木・河原町地区、

関原地区にそれぞれ民設学童保育室を新設

してございます。その結果ですが、千住西地

区と関原地区につきましては、大きく待機児

童を減らすことができたということになっ

ています。桜木地区につきましては、引き続

き待機児童が発生しておりますが、大幅に増

加するということはなく、民設学童保育室を

開設することで増加を抑えることができた

というふうに考えております。 

 ４番の今後の方針でございます。今後の整

備に当たりましては、小学校の統合でありま

すとか改築などの際には、学校内への学童保

育室を設置していくということを、まず基本

に考えております。それ以外にも、需要が多

く見込まれる地域につきましては、民設学童

保育室の誘致を進めていくという状況でご

ざいます。 

 一方で、受入可能数が需要数を上回って、

既に供給過多になってきているような地域

もございますが、そういったところでは、今

後の需要数などを見ながら、定員の受入数の

見直しですとか配置の見直しを行ってまい

ります。 

 保護者の皆様に対しまして、定員に空きが

ある学童保育室の周知でありますとか、児童
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館特例利用、ランドセルをしょったまま、下

校時そのまま児童館を使っていただけるラ

ンドセルで児童館なども、情報を積極的に提

供して、特に１、２年生の待機児童の解消を

進めてまいるというふうに考えております。 

 令和４年度４月に向けましては、記載のと

おり新設学童保育室の整備を進めていく予

定となってございます。 

 続きまして、１３ページをお開きください。 

 報告事項（３）でございます。こちら、令

和４年度学童保育室の事業者選定の概要に

ついてでございます。本年度中に、令和４年

４月１日開設を目指します民設学童保育室

新設の１か所を公募いたします。また、指定

管理者につきましては、任期満了に伴う学童

保育室３か所分と、新規開設の学童保育室２

か所の分を公募して、事業選定を進めてまい

ります。 

 １番のところですが、こちらが新設する民

設学童保育室でございます。舎人小地域、舎

人第一小学校地域に、１室４０名から５０名

程度というところで、民設学童保育室を設置

いたしてまいります。既に、５月下旬から募

集要領を配付いたしておりまして、８月から

書類審査、８月下旬には審査というような具

合になってございます。 

 続きまして、２番のところですが、指定管

理者の学童保育室の選定でございます。 

 （１）番のところの３室につきましては、

期間満了に伴う選定になってまいります。 

 おめくりいただきまして、１４ページの

（２）番のところ、こちらが新規開設に伴う

学童保育室でございます。 

 先ほども今後の方針のところで申し上げ

ましたが、江北、五色の桜学童保育室につき

ましては、江北小学校と高野小学校の統合新

校、江北小学校の中に入ります学童保育室で

ございます。さくら学童保育室につきまして

は、こちらも、今度は改築されます綾瀬小学

校の校内に入りますさくら学童保育室、こち

らのほうの選定を進めてまいります。こちら

は、スケジュールのところにございましたよ

うに、７月上旬から募集要領配付いたしまし

て、９月に選定審査を行うというスケジュー

ルで進めてまいります。 

 続きまして、資料の１５ページ、報告事項

（４）でございます。新田地区における学童

保育室整備計画についてでございます。 

 新田地区におきましては、既に供給過多の

状況になってございます。そんな中で、新田

西学童保育室につきまして、こちらは、指定

管理者による管理運営を行っているところ

でございますが、指定管理期間が令和５年３

月末までとなっております。直近の状況、立

地状況などを勘案いたしまして、こちらにつ

きましては、令和５年４月以降の更新を行わ

ないことといたしました。 

 新田地区におきましては、現状のところで

すが、現在５か所、７室の学童保育室があり

ます。運営形態はそれぞれ、住区センター、

また指定管理、民設などがございます。直近

の入室状況を、下のところでご覧いただけれ

ばと思うんですが、④のところ更新を行わな

いこととする新田西学童保育室でございま

す。定員に対しまして、空きがやはり半分以

上出ている状況にございます。⑤番の新田住

区センターの学童保育室、こちらも同様に、

半分程度定員の空きがある状況でございま

す。 

 １６ページ、１７ページをお開きいただけ

ればと思うんですけれども、それぞれの学童

保育室の位置関係が載ってございます。今申

し上げた④番と⑤番、新田西学童と新田住区

センターの学童保育、非常に距離的に近い状

況にございますので、新田西学童保育室、こ

ちら、指定管理更新しなかったとしても、新
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田住区センターのほうの学童保育室でご利

用いただけるというふうに考えております。 

 今後の方向性でございますが、今回、指定

管理を行っていただている新田西学童保育

室の事業者さんがいらっしゃいますので、そ

の事業者さんには、今後、区内で指定管理を

新たに選定する予定もありますので、そうい

ったところの情報提供を進めていくという

ところと、これまでの運営実績を選定の中で

反映できる、評価できるような形としての見

直しもありますので、そういうところで、今

後不利益が出てこないようにというふうに

考えているところでございます。 

 今後の学童保育室の選定予定は、３番のと

ころでお示しをしたとおりでございます。 

 私からの説明は以上になります。 

 

大高副部会長 

 それでは、報告事項と、それから情報連絡

事項併せて、ご意見、ご質問、お願いをした

いと思います。 

 川下委員、どうぞ。 

 

川下委員 

 事前質問、回答ありがとうございます。こ

ちらで表示をしていただけているように、今

の説明でもありましたが、１５３施設のうち

の７７施設が４月１日時点で１０人以上定

員が割れていたと、こういうような状況があ

ります。また、８月の募集状況も入れていた

だいたんですけれども、この中でも、５７施

設が１０人以上の空き定員があるというふ

うに書かれています。 

 当然、ここに書かせていただいたように、

保育所って１０人ずつの定員の区分で運営

費の基準が決まっていますので、基本的に国

もやはり１０人を超える空きというのは、運

営に影響が出るだろうというふうに考えて

いただけていると思いますので、次年度の募

集が始まるときには、来年度の新たな定員を

決めていかなければいけないんだろうなと

いうふうに思いますので、そんなに日にちが

ないというふうに思っておりますので、ぜひ

各保育園の事情を聞いていただいて、施設運

営に困らないような配慮を、ぜひしていただ

きたいというふうに思います。どうぞよろし

くお願いいたします。お願いですね。 

 

大高副部会長 

 ご要望で。 

 他にはいかがでしょうか。古庄さん、何か

ございませんか。 

 

古庄委員 

 大丈夫です。 

 

大高副部会長 

 中嶋委員、どうぞ。 

 

中嶋委員 

 事前質問の回答ありがとうございました。

認可定員と入所定員ということは初めて今

回資料の中で明記されてきたので、改めて職

員配置はどちらに準拠するんですかという

質問をしました。 

 現実、昨年度のこの会議でも報告しました

が、小規模保育室の４月の空き状況が、大体

３割ぐらい空いていて、中でも０歳児と２歳

児の空きが多くて、施設側とすると、空きが

あっても、定員が１９名だったら１９名分の

職員を配置しなくてはならない、１９名分の

給与を渡したいんだけれども、現実には１０

名しか入っていない、あるいは、ひどいとこ

ろは５名しか入っていないという施設もあ

って、とても運営に困っているという状況が

ありました。 
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 そのときの区のお返事は、定数、定員の数

を１２人増やすと、少し単価が上がって、職

員も減らせて、運営的には赤字を多くしない

でできるという状況があったので、その定数

の変更のご相談を、幾つもの保育園が区のほ

うにしていると思います。されたときの返事

が、０歳児の定数を確保したいから、何か月

間の状況を確認してからでないと、３か月ぐ

らいないと相談には乗れないとか、それから、

結果的には、４月から困っていたのに、変更

ができたのは１２月近くになってで、１２月

近くになってやっと変更ができたんだけれ

ども、４月には元に戻してくださいというこ

とで、そのお約束だったので、またこの４月、

１９名の定員に戻ったんですが、また空き定

員がいっぱいということで、とても運営が難

しくなっている状況があります。 

 そんな中で、今年度いっぱいで小規模保育

室から撤退するという事業者も出始めまし

た。出始めて、そこの法人の運営方針として、

こんなに柔軟に対応してくれないから、赤字

が膨らんでしまう事業からは、企業としては

撤退しますよって、すごく明快な方針なわけ

ですね。 

 そういう実態があるということを、皆さん

に知ってほしくて、改めて昨年、アクション・

プランを説明されたときに、足立区はどんな

方向でお話をされていたかというと、認可保

育園２０園もつくって、各保育園、認可保育

園も小規模も空きがいっぱい出て、とっても

困っていますという話をしたら、いいえ、ご

心配なく、令和６年までには保育需要数、需

要率がアップしていくので、この数でいける

んですよというお話の方向だったという。 

 改めて、そこのときには、令和６年度まで

には１０２名しか減らさないという計画だ

ったのに、今回の報告の中では、もう既に１

６４名の減らしをされている。昨年報告があ

った計画以上のことを、この支援部会に報告

もなく多くの削減をしているということは、

多分方針に転換があったからだと思うんで

すね。 

 そのことを責めてもしようがないとは思

うんですが、私が言いたいのは、これから撤

退していくだろう事業者が多々出てくる中

で、撤退のルールが確立されていない、応募

したときに、採用するルールがごまんと、皆

さん経験しているんですけれども、撤退のル

ールが確立されていない、撤退させてもいい

方針も確立されていない、それから、定数を

削減した場合、どのようなメリットがあるの

かということも併せて、区として今後のこと

を考えた方針を明確に出してほしいと思い

ます。 

 

櫻井私立保育園課長 

 私立保育園課長のほうから、ご回答させて

いただきます。 

 昨年改定させていただきましたアクショ

ン・プランにつきましては、人口推計の中か

ら保育需要を予測させていただきまして、令

和６年まで需要は伸びていくだろうという

ような形で、アクション・プランを策定させ

ていただいた状況でございます。 

 ただ、近年、この人口推計と実績の人口が

乖離してきている状況でございますので、本

年、今委員がおっしゃられたとおり空きが大

きくなっている、空きが解消されていないと

いうことがございますので、その空き対策に

ついて、今後必要な保育定員はどこなのかと

いうところも踏まえて、今年度改定を進めて

いきたいというふうに考えております。 

 ですので、アクション・プランの中で今後

の方針等、あと、今後の取組等はまとめさせ

ていただくよう進めさせていただきます。 
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大高副部会長 

 いやいや。中嶋委員の質問は２点で、事業

撤退するときのルールというのはどうなん

ですかというのが１点目で、２点目は、定数

減をしたときのメリットというのは、園内に

どの程度あるんですかというのが２点目だ

ったと思います。その２点について説明を。 

 

櫻井私立保育園課長 

 事業者の撤退について、今、ルールという

ものはございません。個別で対応させていた

だいているところです。 

 保育園も、各年代の園児をお預かりしてい

る状況で、廃園ということになってしまいま

すと、その後の通園状況もありますので、今

は、個別で対応させていただいておりますけ

れども、今後、そのルールづくり等に取り組

んでいきたいと思っております。 

 また、定数減のメリットでございますけれ

ども、認可定員を減らすことで、職員の数が

減ります。まず、利用定員を減少させていた

だいて保育の単価を上げ、その後、状況を見

て、認可定員まで減少させることで職員の減

少というような、２段階のことを、今考えて

おります。 

 

大高副部会長 

 どうぞ。 

 

中嶋委員 

 小規模保育室も定数を減らすと、法定価格

上は１２名以下の単価の変更しかないんで

すが、そういう場合じゃなくても単価を上げ

ていくということを、今後検討していくとい

うふうに受け取ってよろしいですか。 

 

上遠野子ども家庭部長 

 子ども家庭部長の上遠野です。私からお答

えいたします。 

 今、いろいろご意見いただきました、川下

委員からも中嶋委員からもいただいており

ます。ご報告にもありますとおり、今後の出

生数なども減少とか、そういう様々な傾向が

ございますので、やっと待機児ゼロになった

ところで、今度は空き対策を様々考えなきゃ

いけないという状況でございます。今後、足

立区としてどのように取り組んでいくかと

いうことは、ちょっとこの場ですぐご回答で

きる内容ではございませんので、改めて、よ

く事業者の皆様とはご意見伺う機会を別途

設けさせていただきながら、区としての方策

を今後検討してまいりたいと思います。 

 

大高副部会長 

 ということで、しばらくお時間をいただき

たいということでございます。 

 予定の時間が間もなくでございます。本来

だったら、お一人お一人ご指名をしてご意見

をいただきたいところなんですが、特にご意

見をいただくことがなければ、進行を事務局

のほうにお戻しをさせていただきたいと思

いますけれども、駄目ですか。特にという方

がいらっしゃらなければ。 

 では、事務局のほうに進行を戻させていた

だきます。ありがとうございました。 

 

菊地子ども政策課長 

 大高副部会長、ありがとうございました。 

 それでは、最後に事務局から連絡事項がご

ざいます。 

 まず、次回の日程についてですが、１２月

２１日の火曜日１０時から、第２回目の子ど

も支援専門部会を開催させていただく予定

となっております。会場は、本日と同じく区

役所８階特別会議室となります。 

 次に、本日の会議録については、後日委員
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の皆様方に送付させていただきます。内容等

ご確認いただきまして、誤りなどございまし

たら、事務局までご連絡をお願いいたします。 

 最後、本日お車でお越しの方は、駐車券を

用意しておりますので、出口で担当まで声を

かけていただきたいと思います。 

 それでは、本日の子ども支援専門部会を終

了いたします。 

 どうもありがとうございました。 

 


